
2020.11/7－12/26

原
子
力
災
害
を
S
h
iru
M
a
n
a
b
u
 ［
シ
ル
・
マ
ナ
ブ
］　
2
0
2
0
年
度
版

企
画
・
発
行
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
ネ
ッ
ト
　

制
作
　
ふ
く
し
ま
浜
通
り
H
IG
H
 S
C
H
O
O
L A
C
A
D
E
M
Y
有
志

座談会 福島の今と未来に私たちが向き合う

｜原｜子｜力｜災｜害｜を｜
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シル・マナブ

理想に描く未来。

実現に向けて

出来ることは何か

■ インタビュー
　 ● お茶農家　松本　和也さん     ● 漁師・語り部　杉本　肇さん

■ 学びの旅は続く 世界の扉を開く
　

2021年夏、浜通りの高校生対象の青森県六ヶ所村訪問研修、参加者募集!

ふくしま浜通り
HIGH SCHOOL ACADEMY 
2021 開催

　　　　　〒979-0407　福島県双葉郡広野町広洋台2丁目1－5　E-mail　office@happyroad.net

              TEL : 0240-23-6172　080-6014-4372（携帯電話）

　特定非営利活動法人ハッピーロードネットでは福島県浜通りの高校2年生を対象

とした六ヶ所村研修を夏に計画しています。

　訪問先の一つである日本原燃株式会社は、使用済核燃料の再処理や低レベル放射

性廃棄物の埋設など核燃料に関する事業を行っています。また、六ヶ所村は「次世代

エネルギーパーク」を整備し、次世代エネルギーのあり方について国民に理解を深め

ることを目的に、全国から人や産業が集まることで地元の観光・地域振興に結びつけています。

　現在、浜通りが抱えている「廃炉」と「まちづくり」の課題について知り、先進的取り組み地域での研修を通して、福島

の未来について考える機会となります。ご参加お待ちしております。

主　　催　特定非営利活動法人ハッピーロードネット

事 務 局　特定非営利活動法人ハッピーロードネット　

震災から10年目の今‥

青森県上北郡
六ヶ所村
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インタビュー・・・・(1)

公害の原点を知る　歴史と歩みを学ぶ

お茶農家　松本 和也さんの話を聞いて

漁師・語り部　杉本 肇さんの話を聞いて

これから

編集後記

● 福島の今と未来に私たちが向き合う

お茶農家　松本 和也 さん

インタビュー・・・・(2)

漁師・語り部　杉本 肇 さん

福島第一原発の廃炉への道のりは長く険しい。
若い世代が古里の復興のために何が出来るかを考えた

入り交じる爪痕と再生　震災 10 年目の被災地を歩くP3～P4  

風評に立ち向かうためにP5

復興を考えるためのキーワードP6

P7～P14

P15～P16

P17～P18

P19

P20

P21～P22

学びの旅は続く　世界の扉を開くP23～P24
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後
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に
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私
た
ち
が
向
き
合
え
る
事
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入
り
交
じ
る
爪
痕
と
再
生

　
震
災
１０
年
目
の
被
災
地
を
歩
く

入り交じる爪痕と再生　震災10年目の被災地を歩く

① 

想
像
を
超
え
る
人
の
多
さ
…
実
態
は
？

　

最
初
に
訪
れ
た
の
は
、２
０
１
７
年
４
月
に
避

難
指
示〈
※
２
〉が
一
部
を
除
き
解
除
さ
れ
た
富
岡

町
。主
要
道
路
の
国
道
６
号
は「
環
境
省
」の
ス
テ
ッ

カ
ー
を
付
け
た
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
ひ
っ
き
り
な
し

に
行
き
交
う
。避
難
指
示
の
解
除
に
合
わ
せ
て
町
が

開
設
し
た
と
い
う
商
業
施
設
の
駐
車
場
は
買
い
物

客
の
車
で
埋
ま
っ
て
い
た
。想
像
を
超
え
る
に
ぎ
わ

い
ぶ
り
に
驚
い
て
い
る
と
、あ
る
住
民
が
つ
ぶ
や
い

た
。「
買
い
物
客
の
多
く
は
外
か
ら
来
た
復
興
作
業

員
。元
々
住
ん
で
い
た
住
民
の
多
く
は
戻
っ
て
お
ら

ず
、週
末
は
閑
散
と
し
て
い
る
ん
だ
」。

　
② 

生
活
基
盤
は
避
難
先
に

　

富
岡
町
で
は
、震
災
前
の
人
口
約
１
万
６
千
人

の
う
ち
１
割
程
度
に
当
た
る
約
１
５
０
０
人
し
か

戻
っ
て
い
な
い
と
い
う
。避
難
生
活
が
長
引
く
中

で
、避
難
先
で
就
職
が
決
ま
っ
た
り
、子
ど
も
が
進

学
す
る
な
ど
生
活
基
盤
が
移
り
、古
里
に
帰
り
た
く

て
も
帰
れ
な
い
状
況
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
も
帰

還
の
動
き
が
鈍
い
要
因
の
一
つ
の
よ
う
だ
。事
故
か

ら
10
年
を
迎
え
、今
も
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
住
民
が
抱
え
る
課
題
は
個
別
化
し
、複
雑
さ
を

増
し
て
い
た
。

③ 

今
も
残
る
帰
還
困
難
区
域

　

国
道
６
号
を
北
上
し
、大
熊
町
を
訪
れ
た
。道
路

沿
い
に
屋
根
が
崩
れ
た
ま
ま
の
家
屋
が
並
び
、玄

関
先
に
高
さ
２
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
バ
リ
ケ
ー
ド
が

張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
た
。人
の
立
ち
入
り
が
今
も

制
限
さ
れ
て
い
る
帰
還
困
難
区
域〈
※
３
〉だ
。

　

帰
還
困
難
区
域
の
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
な

け
れ
ば
、住
民
は
か
つ
て
の
生
活
を
取
り
戻
す
こ

と
は
で
き
な
い
。一
方
で
、帰
還
困
難
区
域
の
中
で

も
、先
行
的
に
除
染
や
イ
ン
フ
ラ
復
旧
を
進
め
、人

が
再
び
住
め
る
よ
う
整
備
す
る
特
定
復
興
再
生
拠

点
区
域（
復
興
拠
点
）〈
※
４
〉が
あ
る
こ
と
も
知
っ

た
。ま
ず
は
復
興
拠
点
の
解
除
に
向
け
た
動
き
の

加
速
化
が
、地
域
再
生
の
足
掛
か
り
に
な
る
の
だ

ろ
う
。

④ 

失
わ
れ
る
原
風
景

　

福
島
第
一
原
発
に
近
づ
く
と
、見
渡
す
限
り
の

黒
い
袋
の
山
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。県
内
の

除
染
で
出
た
土
な
ど
を
運
び
込
む
中
間
貯
蔵
施
設

〈
※
５
〉だ
。１６
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
広
大
な

敷
地
に
は
、か
つ
て
田
畑
が
広
が
り
、子
ど
も
た
ち

の
元
気
に
遊
ぶ
姿
が
あ
っ
た
は
ず
だ
。

　

生
ま
れ
育
っ
た
自
宅
に
さ
え
自
由
に
帰
る
こ
と

が
で
き
な
い
人
が
い
る
。そ
し
て
、汚
染
さ
れ
た
土

壌
が
置
か
れ
、失
わ
れ
た
古
里
の
風
景
を
ど
う
取

り
戻
し
て
い
く
の
か
。私
た
ち
の
世
代
も
将
来
の

復
興
を
考
え
る
上
で
避
け
て
は
通
れ
な
い
課
題

だ
。

⑤ 

間
近
で
見
た
廃
炉
の
課
題

　

い
よ
い
よ
福
島
第
一
原
発
に
入
る
。「
大
丈
夫
な

の
か
な
？
」。そ
ん
な
不
安
を
抱
い
て
い
た
が
、敷

地
内
に
防
護
服
を
着
た
作
業
員
の
姿
は
少
な
く
、

私
た
ち
も
私
服
で
バ
ス
に
乗
り
構
内
を
巡
っ
た
。

東
京
電
力
の
担
当
者
か
ら
は「
敷
地
内
の
大
半
の

放
射
線
量
は
事
故
当
時
よ
り
も
大
幅
に
下
が
り
、

一
歩
ず
つ
廃
炉
へ
歩
ん
で
い
る
」と
い
う
説
明
を

受
け
た
。

　

た
だ
、報
道
に
接
す
る
と
、事
故
に
よ
り
溶
け
落

ち
た
核
燃
料（
デ
ブ
リ
）〈
※
６
〉の
取
り
出
し
は
現
時

点
で
困
難
を
極
め
、廃
炉
に
向
け
て
は
前
例
の
な
い

最
大
の
課
題
だ
と
報
じ
て
い
た
。国
や
東
京
電
力
は

世
界
の
英
知
を
集
め
て
乗
り
越
え
よ
う
と
挑
戦
し

て
い
る
よ
う
だ
。必
ず
成
功
に
導
い
て
ほ
し
い
。

　

敷
地
内
で
は
、放
射
性
物
質
ト
リ
チ
ウ
ム〈
※
７
〉

を
含
む
処
理
水〈
※
８
〉と
対
面
し
た
。今
は
敷
地
内

の
タ
ン
ク
で
保
管
し
て
い
る
が
、
2
0
2
2
年
夏

ご
ろ
に
は
保
管
容
量
が
限
界
に
達
す
る
と
い
う
。

２
０
２
１
年
１
月
上
旬
現
在
で
、濃
度
を
薄
め
て

海
や
大
気
中
な
ど
環
境
中
に
放
出
す
る
案
な
ど
が

検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

⑥ 

諦
め
ず
前
へ
進
む

|
「
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｅ　

Ｗ
Ｅ　

Ｇ
Ｏ

！！！
」。

　

大
熊
町
の
北
に
隣
接
す
る
双
葉
町
も
訪
れ
た
。

双
葉
駅
前
に
あ
る
壁
面
に
は「
こ
こ
か
ら
前
へ
進

む
」と
い
う
強
い
決
意
が
込
め
ら
れ
た
英
文
が
記

さ
れ
て
い
た
。

　

双
葉
駅
は
2
0
2
0
年
３
月
の
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の

再
開
通〈
※
９
〉に
合
わ
せ
、新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ

た
。た
だ
、周
囲
に
は
屋
根
が
崩
れ
た
ま
ま
の
家
屋

が
点
在
し「
あ
の
日
」か
ら
時
計
の
針
が
止
ま
っ
た

ま
ま
の
光
景
も
残
る
。そ
ん
な
中
で
、壁
画
ア
ー
ト

か
ら
は
復
興
へ
歩
も
う
と
す
る
住
民
の
力
強
い
意

志
が
感
じ
ら
れ
た
。今
も
全
町
避
難
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
双
葉
町
。再
生
の
力
に
な
り
た
い
。私

た
ち
に
出
来
る
こ
と
を
模
索
し
続
け
た
い
。

　

2
0
1
1
年
3
月
11
日
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故〈
※
１
〉
か
ら
10
年
。
節
目
へ
向
か
い
復
興

の
課
題
を
伝
え
る
新
聞
報
道
や
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
を
目
に
す
る
機
会
が
増
え
る
中
、
私
た
ち
は
ふ
と
思
っ
た
。「
双
葉
郡

の
現
状
を
自
分
の
目
で
確
か
め
た
こ
と
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
」。
未
曽
有
の
災
害
が
起
き
た
当
時
、
ま
だ
幼
か
っ
た
私
た
ち
は
将

来
の
復
興
を
担
う
世
代
へ
と
成
長
し
て
い
く
。
課
題
を
深
く
見
つ
め
、
古
里
の
未
来
と
真
剣
に
向
き
合
い
た
い
。
そ
う
思
い
立
ち
、

実
際
に
双
葉
郡
を
歩
い
た
。

バリケードが設置され立ち入りが制限されている帰還困難区域復興へと歩む力強さを感じさせる壁画アート

汚染土壌が運び込まれる中間貯蔵施設生まれ変わった双葉駅
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風
評
に
立
ち
向
か
う
た
め
に

復興を考えるためのキーワード 風評に立ち向かうために

　
根
強
い
風
評
被
害
〈
※
10
〉
を
ど
う
払
拭
し
て
い
く
か
。
復
興
の
大
き
な
課
題
だ
。
仮
に
ト
リ
チ
ウ
ム
を
含
む
処
理
水
が
環

境
に
放
出
さ
れ
れ
ば
、
風
評
の
拡
大
は
避
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
現
地
視
察
を
終
え
た
私
た
ち
高
校
生
は
、
ど
う
立
ち
向
か
っ

て
い
け
ば
い
い
の
か
と
考
え
を
巡
ら
せ
た
。
ま
ず
は
、
こ
れ
ま
で
に
直
面
し
た
主
な
風
評
被
害
を
調
べ
て
ま
と
め
た
。

例
え
ば
、
福
島
県
を
代
表
す

る
農
産
物
の
一
つ
の
コ
メ

を
取
り
巻
く
環
境
も
い
ま

だ
に
厳
し
い
。
全
量
全
袋
検

査〈
※

１５
〉
で
は
、
２
０
１
５

年
産
米
か
ら
基
準
値
超
え

ゼ
ロ
が
続
く
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
農
家
か
ら
は「
取

引
価
格
は
震
災
前
の
水
準

ま
で
回
復
し
て
い
な
い
」
と

嘆
き
の
声
が
漏
れ
る
。

あ
る
県
民
の
婚
約
者
の
父

親
が
「
福
島
県
民
と
は
結

婚
さ
せ
ら
れ
な
い
」
と
言

い
放
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
が
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

避
難
し
て
い
る
子
ど
も
も

「
福
島
に
帰
れ
」「
放
射
能

が
う
つ
る
」
な
ど
差
別
を

受
け
た
よ
う
だ
。
コ
ロ
ナ

禍
に
直
面
し
、
目
に
見
え

な
い
恐
怖
に
対
す
る
差
別

や
偏
見
が
横
行
し
て
い
た

原
発
事
故
直
後
を
思
い
出

す
。

漁
　
業

農
　
業

人
　
権

試
験
操
業
〈
※

１１
〉
に
よ
る

２
０
１
９
年
の
魚
の
水
揚

げ
量
は
３
６
４
０
ト
ン
で

震
災
前
の
１
割
強
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
本
県
沖
で

獲
れ
る
魚
は
「
常
磐
も
の
」

〈
※

１２
〉
と
呼
ば
れ
、
高
い
人

気
を
誇
っ
た
。
県
漁
業
協

同
組
合
（
県
漁
連
）
は
厳

格
な
放
射
性
物
質
検
査
〈
※

１３
〉
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ

れ
で
も
消
費
者
の
十
分
な

「
安
心
」
の
確
保
に
は
つ
な

が
っ
て
い
な
い
。

県
漁
連
は
今
年
4
月
に
本

格
操
業
〈
※

１４
〉
へ
の
移
行

を
目
指
し
て
い
る
。

復 興 を 考 え る た め の キ ー ワ ー ド

〈
※
1
〉
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故

　
2
0
1
1
年
3
月
11
日
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
高

さ
10
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大
津
波
が
福
島
第
一
原
発
を
襲
っ

た
。
原
子
炉
6
基
の
う
ち
1

〜

5
号
機
で
全
交
流
電
源
を

喪
失
。
原
子
炉
や
使
用
済
み
核
燃
料
プ
ー
ル
を
冷
却
で
き
な

く
な
っ
た
。
運
転
中
の
1

〜

3
号
機
で
炉
心
溶
融
（
メ
ル

ト
ダ
ウ
ン
）
が
起
き
、
1
、
3
、
4
号
機
の
原
子
炉
建
屋
が

水
素
爆
発
で
損
壊
し
た
。
事
故
の
国
際
評
価
尺
度
は
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
と
同
じ
最
悪
の
レ
ベ
ル
7
。

〈
※
６
〉
溶
け
落
ち
た
核
燃
料
（
デ
ブ
リ
）

　
6
基
あ
る
第
一
原
発
の
う
ち
、
原
発
事
故
で
核
燃
料
が
溶

け
た
1
～
3
号
機
に
存
在
す
る
。
燃
料
を
覆
っ
て
い
た
金
属

製
の
管
や
原
子
炉
格
納
容
器
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
材
な
ど
と
混

ざ
り
、
強
い
放
射
線
を
出
し
て
い
る
。

〈
※
11
〉
試
験
操
業

　
県
漁
連
が
原
発
事
故
の
翌
2
0
1
2
年
か
ら
魚
種
や
海
域

を
絞
っ
て
開
始
し
た
。
小
規
模
な
操
業
と
販
売
で
、
出
荷
先

で
の
評
価
を
調
査
す
る
こ
と
が
目
的
。

〈
※
２
〉
避
難
指
示
と
避
難
者

　
福
島
第
一
原
発
事
故
を
受
け
、
国
は
原
発
周
辺
な
ど
11
市

町
村
に
避
難
指
示
を
出
し
、
そ
れ
以
外
の
地
域
で
も
放
射
線

被
ば
く
を
懸
念
し
た
自
主
避
難
が
相
次
い
だ
。
東
日
本
大
震

災
と
合
わ
せ
た
避
難
者
は
最
大
で
16
万
人
を
超
え
た
。
除
染

や
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
が
進
み
、
避
難
指
示
は
順
次
解
除

さ
れ
て
い
る
が
、
避
難
生
活
の
長
期
化
に
伴
い
帰
還
を
諦
め

る
人
も
多
い
。

〈
※
７
〉
ト
リ
チ
ウ
ム

　
水
素
に
性
質
が
似
た
放
射
性
物
質
。
半
減
期
は
12
・
3
年
で
、

自
然
界
に
も
存
在
す
る
。
水
に
含
ま
れ
て
い
る
と
除
去
す
る

の
は
困
難
。
放
射
線
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
弱
く
、
紙
１
枚
で
も

防
げ
る
。

〈
※
12
〉
常
磐
も
の

　
福
島
県
沖
は
親
潮
と
黒
潮
が
交
わ
る
豊
か
な
漁
場
で
、
そ

こ
で
育
ま
れ
た
魚
介
類
は
首
都
圏
の
市
場
な
ど
で
高
く
評
価

さ
れ
て
き
た
。
関
係
機
関
は
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
消
費
拡
大
を

図
っ
て
い
る
。

〈
※
３
〉
帰
還
困
難
区
域

　
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る
福
島
県
内
の
避
難

区
域
の
う
ち
、
放
射
線
量
が
年
間
50
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超

え
た
地
域
で
、
避
難
指
示
は
7
市
町
村
で
継
続
中
。
今
も
立

ち
入
り
が
制
限
さ
れ
て
い
る
。

〈
※
８
〉
処
理
水

　
福
島
第
一
原
発
で
発
生
す
る
汚
染
水
を
多
核
種
除
去
設
備

（
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
）
で
浄
化
し
た
水
。
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
で
は
62
種
類
の
放

射
性
物
質
の
濃
度
を
下
げ
ら
れ
る
が
、
水
と
ほ
ぼ
同
じ
性
質
の

放
射
性
ト
リ
チ
ウ
ム
は
浄
化
で
き
な
い
。
ト
リ
チ
ウ
ム
を
含
む

処
理
水
は
他
の
原
発
で
は
濃
度
を
薄
め
て
海
に
流
し
て
お
り
、

福
島
第
一
原
発
で
も
事
故
前
は
海
に
放
出
さ
れ
て
い
た
。

〈
※
13
〉
県
漁
連
の
放
射
性
物
質
検
査

　
国
が
定
め
る
放
射
線
物
質
の
出
荷
制
限
基
準
値
は
１
キ
ロ
当

た
り
1
0
0
ベ
ク
レ
ル
。
一
方
で
、
県
漁
連
は
安
全
性
を
担

保
す
る
た
め
、
さ
ら
に
厳
し
い
独
自
基
準
と
し
て
１
キ
ロ
当
た

り
50
ベ
ク
レ
ル
を
ク
リ
ア
し
た
魚
だ
け
を
出
荷
し
て
い
る
。

〈
※
４
〉
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
（
略
称
・
復
興
拠
点
）

　
帰
還
困
難
区
域
内
の
一
部
に
除
染
や
イ
ン
フ
ラ
復
旧
を

一
体
的
に
進
め
、
再
び
人
が
住
め
る
よ
う
整
備
す
る
地
域
。

2
0
2
2
年
春
か
ら
23
年
春
ま
で
に
避
難
指
示
を
解
除
さ
れ

る
見
通
し
。
当
初
は
放
射
線
量
が
年
間
20
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

以
下
と
な
る
の
が
確
実
な
こ
と
、
除
染
の
進
展
と
生
活
に
必

要
な
イ
ン
フ
ラ
や
サ
ー
ビ
ス
が
お
お
む
ね
復
旧
す
る
こ
と
、

地
元
と
の
十
分
な
協
議
を
解
除
の
要
件
と
し
て
き
た
が
、
国

は
地
元
の
要
望
を
前
提
に
年
間
20
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
下
回

れ
ば
除
染
を
し
な
く
て
も
避
難
指
示
を
解
除
で
き
る
よ
う
に

し
た
。

〈
※
９
〉
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
全
線
再
開
通

　
震
災
と
原
発
事
故
後
、
鉄
道
設
備
の
被
災
や
避
難
指
示
の

影
響
で
不
通
と
な
っ
て
い
た
が
、
2
0
2
0
年
3
月
14
日
、

9
年
ぶ
り
に
全
線
で
の
運
行
が
再
開
。
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
の

一
つ
と
さ
れ
る
。

〈
※
14
〉
本
格
操
業

　
水
揚
げ
量
を
増
や
し
、
原
発
事
故
前
の
よ
う
な
本
格
的
な

漁
の
形
に
戻
す
こ
と
。
た
だ
、
ど
の
よ
う
な
指
標
を
使
っ
て

現
在
行
わ
れ
て
い
る
試
験
操
業
と
区
別
す
る
か
は
、
必
ず
し

も
明
確
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

〈
※
５
〉
中
間
貯
蔵
施
設

　
双
葉
、
大
熊
両
町
に
ま
た
が
る
福
島
第
一
原
発
の
周

囲
に
整
備
中
で
、
面
積
は
約
16
平
方
キ
ロ
。
最
大
で
約

2
2
0
0
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
汚
染
土
壌
な
ど
を
保
管
す
る
。

施
設
の
目
的
は
あ
く
ま
で
「
中
間
貯
蔵
」
で
、
国
は
県
外
に

最
終
処
分
場
を
造
り
、
2
0
4
5
年
3
月
12
日
ま
で
に
処
分

を
完
了
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。
し
か
し
、
県
外
処
分

の
め
ど
は
立
っ
て
い
な
い
。

〈
※
10
〉
風
評
被
害

　
根
拠
の
な
い
噂
に
よ
り
経
済
的
な
被
害
を
受
け
る
こ
と
。

本
来
は
「
安
全
」
な
商
品
が
危
険
視
さ
れ
、
避
け
ら
れ
る
傾

向
が
強
い
。

〈
※
15
〉
全
量
全
袋
検
査

　
原
発
事
故
後
、
福
島
県
産
の
コ
メ
に
対
す
る
消
費
者
の
不

安
を
取
り
除
く
た
め
、
県
内
で
収
穫
さ
れ
る
全
て
の
コ
メ
を

対
象
に
2
0
1
2
年
夏
か
ら
始
ま
っ
た
放
射
性
物
質
を
測
定

す
る
検
査
。

身
の
回
り
に
あ
る
風
評
被
害
の
具
体
例
は
?
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座談会 : 福島の今と未来に私たちが向き合う

― 

被
災
地
を
訪
れ
て
感
じ

た
こ
と
は
？

荒
川　

震
災
前
に
よ
く
遊

び
に
行
っ
て
い
た
浪
江
町

の
祖
母
の
家
の
周
辺
は
、
多

く
の
家
屋
が
な
く
な
り
街

並
み
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ

た
。
懐
か
し
い
風
景
が
失

わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
が
残

念
で
な
ら
な
い
。

真
田　

そ
う
だ
よ
ね
。
私
も
小

学
３
年
生
の
時
に
震
災
が
あ

り
、
当
時
住
ん
で
い
た
家
は
全
壊
し
た
。

跡
地
に
は
今
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
並
ん
で

い
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
が

進
む
こ
と
は
歓
迎
す
る
が
、
正
直
、
複
雑

な
思
い
も
あ
る
。

古
橋　

今
も
住
民
が
避
難
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
双
葉
町
の
小
学
校
を
訪
れ
た

｜座｜談｜会｜

復
興
へ
向
か
う
道
の
先
に
は
、
長
く
険
し
い
福
島
第
一
原
発
の
廃
炉
や
そ

れ
を
担
う
人
材
の
育
成
、
原
発
に
代
わ
る
新
し
い
産
業
の
創
出
、
根
強
い

風
評
の
払
拭
な
ど
世
代
を
超
え
た
課
題
が
横
た
わ
る
。
将
来
を
担
う
若
い

世
代
７
人
が
座
談
会
を
開
き
、
古
里
の
未
来
像
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。

福 島 の 今 と 未 来 に　 私 た ち が 向 き 合 う

が
、時
計
の
針
が
止
ま
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
。

黒
板
に
記
さ
れ
た
文
字
や
床
に
張
り
付
い

た
日
記
が
当
時
の
混
乱
ぶ

り
を
物
語
っ
て
い
た
。

田
中　

生
ま
れ
育
っ
た
家

や
そ
の
周
辺
の
景
色
は
、

子
ど
も
の
こ
ろ
の
思
い
出

や
家
族
と
の
温
か
い
記
憶

で
あ
ふ
れ
、
心
の
よ
り
ど

こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
古
里

そ
の
も
の
だ
。
そ
れ
が
突
然
奪
わ

れ
、
着
の
身
着
の
ま
ま
で
避
難
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
住
民
の
心
情
を

察
す
る
と
い
た
た
ま
れ
な
い
気
持

ち
に
な
る
。

清
信　

そ
れ
で
も
、
前
を
向
い
て

歩
む
住
民
も
い
る
。
私
も
参
加

し
て
い
る
国
道
６
号
に
桜
を
植

樹
す
る
活
動
に
は
、
避
難
先
か

ら
多
く
の
人
が
集
ま
る
。
住
民

が
再
び
古
里
に
足
を
運
ぶ
き
っ

か
け
と
な
り
、
絆
を
つ
な
ぐ
よ

う
な
活
動
が
も
っ
と
活
発
化
す
れ
ば
、
震

災
や
原
発
事
故
で
分
断
さ
れ
た
地
域
の
再

生
に
つ
な
が
る
力
と
な
る
。

真
田　

伝
統
芸
能
の
力
に
も
注
目
し
た

い
。
小
学
生
の
時
に
避
難
者
が
い
る
県
外

で
伝
統
の
踊
り
を
何
度
か
披
露
し
た
。
見

る
側
も
演
じ
る
側
も
古
里
を
思
い
出
す
良

い
機
会
と
な
る
し
、
絆
が
深
ま
る
。

【
座
談
会
出
席
者
】

・
酒
井
　
郁
澄 

（１９） 

／ 
南
相
馬
市
出
身

・
真
田
　
未
夢 

（１８） 

／ 

南
相
馬
市
出
身

・
山
田
　
玲
華 

（１９） 

／ 

い
わ
き
市
出
身

・
古
橋
　
滉
　 

（１８） 

／ 

新
地
町
出
身

・
清
信
　
早
希 

（１８） 

／ 

相
馬
市
出
身

・
荒
川
　
礼
奈 

（１７） 

／ 

広
野
町
出
身

・
田
中
　
愛
琉 

（１７）  

／ 

い
わ
き
市
出
身

あらかわ・れな　ふたば未来学園高校在学。
2020 年の双葉郡研修事業に参加

津波被害からの再生に向け、新たなまちづくりが進む広野町

当時の混乱を物語る双葉南小学校

絆
つ
な
ぐ
取
り
組
み
必
要
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正
し
く
恐
れ
る
た
め
に

― 

震
災
か
ら
10
年
が
経
つ
の
に
放
射
能

に
対
す
る
不
安
の
声
は
今
も
根
強
い
。

ど
ん
な
取
り
組
み
が
必
要
か
？

酒
井　

住
民
の
帰
還
を
加
速
さ
せ
る
た
め

に
は「
双
葉
郡
は
危
な
い
」と
い
う
イ
メ
ー

ジ
の
払
拭
が
不
可
欠
だ
。
２
０
１
８
年
に

研
修
で
訪
れ
た
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
は
、
現
地

住
民
が
客
観
的
な
事
実
を
踏
ま
え
て
放
射

線
と
向
き
合
っ
て
い
た
。
一
方
、
日
本
人

は
放
射
線
に
対
し
感
情
的
に
な
っ
て
い
る

印
象
が
強
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
見
極

め
な
が
ら
冷
静
に
判
断
し
た
い
。

山
田　

確
か
に
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
は
幼
い

こ
ろ
か
ら
放
射
能
に
つ
い
て
学
ん
で
い

た
。
福
島
県
内
で
は
原
発
事
故
が
起
き
て

か
ら
し
ば
ら
く
の
間
、「
危
な
い
か
ら
外

で
遊
ん
じ
ゃ
だ
め
」
と
い
う
言
葉
が
飛
び

交
っ
た
。
科
学
的
な
根
拠
を
理
解
し
、
正

し
く
恐
れ
た
い
。

荒
川　

中
学
校
で
は
放
射
能
に
関
す
る
全

体
授
業
が
あ
っ
た
が
、
年
に
１
回
ほ
ど

だ
っ
た
。
私
も
原
発
事
故
で
避
難
を
経
験

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
分
か
ら
知

識
を
得
よ
う
と
し
て
い
た
か
は
疑
問

だ
。
積
極
的
に
学
び
た
い
。

廃
炉
産
業
と
移
住
促
進
が
鍵

― 

被
災
地
に
住
み
た
い
と
思
え
る

よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
も
必
要
だ
。

ア
イ
デ
ア
は
？

古
橋　

２
０
１
９
年
に
英
国
の
原
子
力
關

連
施
設
が
集
ま
る
「
セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド
」

を
訪
れ
た
。
過
去
に
深
刻
な
原
子
炉
火
災

が
起
き
て
１
０
０
年
以
上
の
廃
炉
計
画
に

挑
む
現
場
は
、
今
や
地
域
の
若
い
世
代
の

憧
れ
の
職
業
と
な
っ
て
い
た
。
施
設
の
近

く
に
は
廃
炉
の
人
材
育
成
に
特
化
し
た
教

育
機
関
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
即
戦
力
が
巣

立
っ
て
い
っ
た
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー

ジ
が
付
き
ま
と
う
福
島
第
一
原
発
の
廃
炉

も
大
き
な
産
業
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

清
信　

確
か
に
、
人
を
呼
び
込
む
た
め
に

は
働
く
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
大
切
だ

よ
ね
。
特
に
若
い
世
代
の
移
住
を
促
す
た

め
に
は
お
金
を
稼
げ
る
生
活
環
境
の
構
築

が
前
提
と
な
る
。
多
く
の
雇
用
を
生
み
出

す
大
企
業
も
誘
致
し
て
ほ
し
い
。

真
田　

元
々
住
ん
で
い
た
住
民
は
避
難
先

で
子
ど
も
が
進
学
す
る
な
ど
生
活
拠
点
が

で
き
て
し
ま
い
、「
帰
り
た
い
け
れ
ど
帰

れ
な
い
」
と
い
っ
た
悩
み
を
聞
く
。
そ
こ

で
、
移
住
者
を
呼
び
込
も
う
と
す
る
取
り

組
み
も
加
速
し
て
い
る
よ
う
だ
ね
。

田
中　

い
わ
き
市
か
ら
広
野
町
の
ふ
た
ば

未
来
学
園
に
電
車
で
通
学
し
て
い
る

が
、
車
窓
に
流
れ
る
海
の
美
し
さ
に

見
と
れ
て
し
ま
う
。
こ
う
し
た
都
会

に
は
な
い
自
然
の
豊
か
さ
を
も
っ
と

ア
ピ
ー
ル
す
れ
ば
、
移
住
を
考
え
て

い
る
人
の
背
中
を
押
す
き
っ
か
け
に

な
る
と
思
う
。

酒
井　

確
か
に
、
都
会
を
ま
ね
た
街

並
み
を
形
成
し
て
も
意
味
が
な
い
。

つ
ま
り
、
世
の
中
に
似
た
よ
う
な
街
は
い

ら
な
い
。「
田
舎
っ
て
う
ら
や
ま
し
い
な
」

と
思
え
る
よ
う
な
特
色
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

古
橋　

最
近
、
政
府
が
福
島
第
一
原
発

周
辺
へ
移
住
す
る
人
に
対
し
、
最
大

２
０
０
万
円
を
支
給
す
る
制
度
を
創
設
す

る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
た
。
で
も
、

お
金
目
当
て
の
移
住
者
は
い
つ
か
は
去
っ

て
し
ま
う
だ
ろ
う
。「
住
み
た
い
」
と
決

意
し
て
移
住
し
て
も
ら
え
る
よ
う
地
域
の

魅
力
ア
ッ
プ
が
課
題
だ
。

荒
川　

人
間
関
係
も
と
て
も
大
事
な
要
素

だ
。
私
は
東
京
に
避
難
し
た
時
、
古
里
の

広
野
町
と
比
べ
隣
人
ら
人
と
の
つ
な
が
り

の
希
薄
さ
を
実
感
し
た
。
移
住
者
と
地
域

住
民
と
の
懸
け
橋
に
な
り
、
地
域
に
根
強

く
習
慣
な
ど
を
教
え
な
が
ら
、
楽
し
く
生

活
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
そ
ん
な

「
面
倒
見
の
良
い
人
」
に
力
を
発
揮
し
て

も
ら
う
こ
と
が
、
県
外
の
人
の
移
住
と
定

住
に
つ
な
が
る
鍵
を
握
っ
て
い
る
の
だ
と

思
う
。

山
田　

そ
の
視
点
は
大
事
だ
ね
。
大
学
進

学
で
実
家
の
あ
る
い
わ
き
市
を
離
れ
て
み

て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
大
切
さ
を

実
感
し
た
。
近
所
と
良
好
な
関
係
を
築
く
こ

と
も
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
鍵
を
握
る
。

さかい・かすみ　相馬高校卒。秋田県の大学に進学。
2018 年のベラルーシ研修事業に参加

たなか・あいる　ふたば未来学園高校在学。
2020 年の双葉郡研修事業に参加

津波で大きな被害を受けた楢葉町沿岸部＝2016 年

座談会 : 福島の今と未来に私たちが向き合う
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若
者
の
共
感
を
呼
ぶ
工
夫
を

― 

風
評
被
害
は
い
ま
だ
に
根
強
い
。
ど
う

立
ち
向
か
っ
て
い
く
？

清
信　

福
島
県
は
10
年
間
も
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
に
、
風
評
被
害
は
続
い
て

い
る
。
以
前
、
東
京
の
知
り
合
い
に
「
福

島
の
産
品
は
安
全
だ
っ
て
こ
と
を
知
っ
て

る
？
」
と
尋
ね
た
ら
「
知
ら
な
い
」
と
言
わ

れ
た
。
東
京
で
は
県
産
品
の
安
全
性
を
報
じ

る
ニ
ュ
ー
ス
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
し
、
こ
の
ま
ま
忘
れ
去
ら
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
怖
い
。
時
間
の
経
過
だ
け
が

解
決
し
て
く
れ
る
の
か
な
と
も
思
っ
て
し
ま

う
が
、
国
を
挙
げ
て
も
っ
と
本
腰
を
入
れ
た

取
り
組
み
を
進
め
て
ほ
し
い
。

古
橋　

ニ
ュ
ー
ス
で
盛
ん
に
報
じ
ら
れ
て

注
目
を
集
め
て
い
る
放
射
性
物
質
ト
リ
チ

ウ
ム
を
含
む
処
理
水
が
、
海
に
流
さ
れ
る

こ
と
に
な
れ
ば
風
評
は
拡
大
す
る
だ
ろ
う
。

科
学
的
に
は
「
飲
ん
で
も
大
丈
夫
」
と
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
理
解
を
得
ら

れ
る
の
か
疑
問
だ
。
実
際
に
飲
む
人
は
い

な
い
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
実
験
の
過
程

や
成
果
を
示
し
て
「
飲
め
る
ほ
ど
安
全
」

の
根
拠
を
裏
付
け
が
ほ
し
い
。

山
田　

行
政
頼
り
で
は
な
く
、
私
た

ち
も
風
評
払
拭
の
力
に
な
り
た
い
。

大
学
の
サ
ー
ク
ル
で
全
国
の
小
学
生

に
福
島
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
先
日
は
オ

ン
ラ
イ
ン
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

福
島
の
モ
モ
な
ど
特
産
品
を
題
材
に

福
島
を
発
信
し
た
。
小
学
生
が
楽
し

み
な
が
ら
福
島
の
現
状
に
つ
い
て
学

べ
ば
、
保
護
者
も
福
島
に
興
味
を
抱
い
て

く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
時
間
は
掛
か
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
地
道
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
い
つ
か
実
を
結
ぶ
と
信
じ
て

い
る
。

真
田　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
積
極
的
に
活
用
し
た

い
。
先
日
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
福
島
県

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
米
「
天
の
つ
ぶ
」
の
写
真

と
と
も
に
、
実
際
に
味
わ
っ
た
感
想
と
し

て
そ
の
お
い
し
さ
に
つ
い
て
投
稿
し
て
い

る
同
世
代
の
人
が
い
て
、
か
な
り
の
反
響

が
あ
っ
た
。
地
域
の
特
産
品
を
広
く
発
信

し
た
い
場
合
、
時
と
し
て
行
政
よ
り
も
若

い
世
代
の
方
が
信
ぴ
ょ
う
性
や
共
感
を
得

ら
れ
る
場
合
が
あ
る
の
だ
と
知
っ
た
。
何

の
し
が
ら
み
の
な
い
私
た
ち
若
い
世
代

が
、
同
世
代
の
仲
間
に
紹
介
し
た
い
と
思

え
る
よ
う
な
方
法
も
考
え
て
ほ
し
い
。

ど
う
な
る
？
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

― 

福
島
県
は
原
発
に
依
存
し
な
い
社
会

を
目
指
し
て
い
る
。
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
？

酒
井　

原
発
は
ゼ
ロ
に
す
る
必
要
は
な

い
。
福
島
県
は
、
２
０
４
０
年
ご
ろ
に
県

内
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
に
対
す
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
占
め
る
割
合

１
０
０
％
を
目
指
し
て
い
る
。
だ
が
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
天
候
に
も

左
右
さ
れ
る
し
発
電
が
不
安
定
だ
。

原
発
は
安
定
し
て
大
量
の
電
力
を
生

み
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

荒
川　

私
も
原
発
は
あ
っ
て
も
い
い
と
思

う
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
で
は
頼

り
な
い
の
で
、
原
発
と
ど
ち
ら
も
活
用
す

る
べ
き
だ
。

清
信　

原
発
は
い
ら
な
い
。
確
か
に
安
定

し
て
発
電
で
き
る
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る

が
、
私
た
ち
は
原
発
事
故
が
起
き
て
今
も

苦
し
ん
で
い
る
。
仮
に
古
里
の
近
く
で
原

発
が
ま
た
動
く
と
し
て
、
も
う
一
度
事
故

の
危
険
性
が
あ
る
も
の
と
向
き
合
っ
て
い

け
る
の
か
。
絶
対
に
避
け
る
べ
き
だ
と
思

う
。

山
田　

ベ
ラ
ル
ー
シ
は
深
刻
な
放
射
能
汚

染
で
苦
難
の
道
を
歩
ん
で
き
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
経
済
の
発
展
を
優
先
す
る
姿
勢

か
ら
新
し
い
原
発
を
建
設
し
て
い
て
非
常

に
驚
い
た
。
福
島
で
は
原
発
事
故
で
多
く

の
人
が
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
れ

だ
け
に
、
多
く
の
県
民
は
国
内
の
他
の
地

域
に
あ
る
原
発
で
あ
っ
て
も
再
稼
働
の
動

き
に
は
敏
感
だ
ろ
う
。
国
が
違
え
ば
エ
ネ

やまだ・れいか　磐城高校卒。福島県内の大学に進学。
2018 年のベラルーシ研修事業に参加

きよのぶ・さき　相馬高校卒。宮城県の大学に進学。
浜通りに桜並木をつくる「ふくしま浜街道・桜プロジェク
ト」に参加

ル
ギ
ー
政
策
に
対
す
る
考
え
方
が
大
き
く

異
な
る
こ
と
を
知
っ
た
し
、
日
本
で
も
い

ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

古
橋　

将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
ど
の

方
向
に
向
か
っ
て
い
く
の
が
正
し
い
の
か
。

私
は
今
の
段
階
で
は
正
直
、
答
え
が
分
か

ら
な
い
。
原
発
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

火
力
発
電
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
な
が
ら
、
今
後
も
向
き
合
っ
て

い
き
た
い
。

処理水の保管タンクが並ぶ福島第一原発
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思
い
描
く
未
来
の
た
め
に

― 

若
い
世
代
が
将
来
の
復
興
の
力
と

な
る
。

酒
井　

復
興
の
定
義
は
何
か
と
考
え
を
巡

ら
せ
る
と
、
浜
通
り
の
住
民
一
人
一
人
が

異
な
る
思
い
や
願
い
を
持
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
例
え
ば
、
一
日
で
も
早
い
廃
炉
の

実
現
も
そ
う
だ
し
、
か
つ
て
の
様
に
人
口

が
元
通
り
に
な
る
こ
と
を
願
う
住
民
も
い

る
。
震
災
前
よ
り
も
便
利
な
生
活
環
境
の

整
備
を
望
む
声
も
聞
か
れ
る
。
た
だ
、き
っ

と
共
通
し
て
い
る
の
は
、
再
び
笑
顔
で
あ

ふ
れ
る
古
里
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ

と
だ
。
私
た
ち
若
い
世
代
の
強
み
は
行
動

力
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
大
学
に
進
学
し
、

よ
り
多
く
の
人
と
つ
な
が
る
機
会
が
増
え

た
。
ま
ず
は
県
外
の
人
に
福
島
の
魅
力
を

伝
え
な
が
ら
、
古
里
再
生
に
貢
献
し
た
い
。

山
田　

く
し
く
も
コ
ロ
ナ
禍
で
改
め
て
注

目
を
集
め
た
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
、
私

た
ち
の
目
線
で
福
島
の
観
光
の
魅
力
を
全

国
に
広
め
た
い
。
古
里
に
は
美
し
い
星
空

と
海
、
ど
こ
か
懐
か
し
い
田
園
風
景
が
あ

る
。
県
や
国
が
発
信
す
る
観
光
情

報
で
は
網
羅
し
き
れ
て
い
な
い
知

る
人
ぞ
知
る
魅
力
を
紹
介
で
き
れ

ば
。
そ
し
て
、
放
射
線
量
も
大
き

く
下
が
り
、
古
里
は
安
全
だ
と
い

う
こ
と
も
自
分
の
言
葉
で
地
道
に

発
信
し
て
い
き
た
い
。

古
橋　

都
会
の
人
た
ち
を
呼
び
込
ん
で
、

に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
し
た
い
。
個
人
的
に

は
お
米
の
お
い
し
さ
が
誇
り
。
そ
う
し
た

食
の
魅
力
も
発
信
し
て
い
き
た
い
。

清
信　

将
来
は
小
学
校
の
教
師
に
な
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
防
災
や
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
学
ん
だ
知
識
を
伝

え
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
サ
ポ
ー

ト
し
た
い
。
未
来
の
日
本
が
よ
り
良
い
方

向
に
向
か
う
こ
と
を
願
い
な
が
ら
。

田
中　

避
難
し
た
住
民
が
戻
っ
て

き
た
時
に
「
古
里
っ
て
や
っ
ぱ
り

い
い
所
だ
な
」
と
し
み
じ
み
と
感

じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
将
来
が
理

想
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
。
今
は
ま
だ
漠
然

と
し
た
ア
イ
デ
ア
し
か
な
い
が
、

古
里
の
風
景
を
残
す
と
い
う
こ
と

が
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
震
災
後
、
被
災
地
に
は

次
々
と
新
し
い
建
物
が
誕
生
し
、
風
景
は

目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
。
そ
の
中
で
も
残

す
べ
き
風
景
に
つ
い
て
、
住
民
の
一
人
と

し
て
真
剣
に
考
え
て
い
き
た
い
。

真
田　

震
災
と
原
発
事
故
の
教
訓
が
し
っ

か
り
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
願

う
。
２
０
１
９
年
に
は
東
日
本
台
風
が
発

生
し
、
古
里
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
。
い
つ
ま
た
貴
い
命
を
奪
っ
て
し
ま
う

災
害
が
起
き
る
の
か
は
誰
に
も
分
か
ら
な

い
。
だ
か
ら
こ
そ
「
３
・

１１
」
の
教
訓
が

生
き
る
。
私
た
ち
は
成
長
し
、
大
人
に
守

ら
れ
る
立
場
か
ら
、
誰
か
を
守
る
世
代
に

な
っ
た
。
必
ず
教
訓
を
伝
え
て
い
く
。

荒
川　

誰
も
が
当
た
り
前
の
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
こ
そ
、
復

興
を
果
た
し
た
と
胸
を
張
っ
て
言
え
る
。

私
が
暮
ら
す
広
野
町
も
津
波
で
大
き
な
被

害
を
受
け
た
が
、
一
歩
ず
つ
復
興
に
向
け

て
足
跡
を
刻
ん
で
い
る
。
高
校
の
授
業
で

は
古
里
の
課
題
を
見
つ
め
、
解
決
す
る
た

め
の
方
法
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
。
双
葉

郡
に
つ
い
て
、
他
の
地
域
に
住
む
人
も
自

分
の
事
と
し
て
考
え
て
も
ら
え
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
進
め
た
い
。
こ
れ
か
ら
の
古

里
の
未
来
は
私
た
ち
が
創
っ
て
い
く
。

ふるはし・こう　新地高校卒。宮城県の大学に進学。
2019 年に英国研修事業に参加

さなだ・みゆ　原町高校卒。宮城県の大学に進学。
2018 年のベラルーシ研修事業に参加



16 15

つ な が る 心 を 力 に　 逆 風 を は ね の け る

16 15

や
通
販
で
販
売
を
し
て
い
る
の
で
も
ち
ろ
ん

徐
々
に
知
名
度
は
高
ま
っ
て
お
り
、『
無
農

薬
の
お
茶
で
お
い
し
い
の
は
初
め
て
だ
っ

た
』
と
い
う
評
価
の
声
も
あ
る
。
し
か
し
、

ま
だ
み
ん
な
が
み
ん
な
知
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
そ
の
た
め
こ
れ
か
ら
も
地
道
に
コ

ツ
コ
ツ
と
水
俣
の
茶
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き

た
い
。

さ
ら
に
購
入
し
て
も
ら
う
た
め
の

方
策
は
。

風
評
被
害
と
ど
の
よ
う
に

向
き
合
っ
て
き
た
か
。

水
俣
病
が
発
病
し
、
40
年
以
上
経
っ

て
か
ら
や
っ
と
『
水
俣
産
』
と
胸
を

張
っ
て
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で

は
、
水
俣
産
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
今
で
は
、

無
農
薬
を
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
日
本

や
世
界
中
の
人
に
発
信
し
て
い
る
。
そ
し
て

た
く
さ
ん
の
人
に
美
味
し
い
と
思
っ
て
も
ら

い
た
い
。現

在
、
水
俣
産
の
お
茶
の
全
国
的
な

知
名
度
は
高
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
ん
な
に
高
く
な
っ
た
と
は
思
わ
な

い
。
知
っ
て
い
る
人
は
知
っ
て
い
る

と
い
う
感
じ
だ
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

つ な が る 心 を 力 に　 逆 風 を は ね の け る

お
　
茶
　
農
　
家

テ
レ
ビ
や
新
聞
は
利
用
せ
ず
、
地
道
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
っ
て
い
る
。
メ
デ
ィ
ア
を
使
う
と
お
金
も
か

か
る
。
一
気
に
世
の
中
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
す

ぐ
に
商
品
が
な
く
な
り
、
一
時
的
な
盛
り
上
が

り
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
た
く
さ
ん
商
品
を
売
れ
れ

ば
い
い
訳
で
は
な
い
。
人
と
の
つ
な
が
り
を
大

事
に
し
て
コ
ツ
コ
ツ
と
商
品
を
広
め
て
い
く
。

活
動
す
る
際
に
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
は
。

相
手
を
嫌
な
気
持
ち
に
さ
せ
な
い
。

人
柄
を
前
面
に
出
し
、
思
い
や
り
の

気
持
ち
を
も
っ
て
接
し
て
い
く
よ
う
に
し
て

い
る
。

松
本
　
和
也 

さ
ん

インタビュー (1) ／お茶農家　松本和也さん

お
茶
を
活
用
し
た
新
し
い

取
り
組
み
は
あ
る
か
。

地
域
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
商

品
は
な
い
。
し
か
し
、
東
京
の
パ
ン

屋
で
紅
茶
や
ほ
う
じ
茶
、
抹
茶
を
使
っ
た
ケ
ー

キ
や
シ
ュ
ト
ー
レ
ン
を
作
っ
て
販
売
し
て
い

る
。
今
後
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
作
っ
て
い
る

モ
ロ
ゾ
フ
と
ほ
う
じ
茶
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を

作
っ
て
も
ら
う
予
定
だ
。

水
俣
市
が
ど
ん
な
場
所
に

な
っ
て
ほ
し
い
か
。

水
俣
病
を
経
験
し
て
環
境
や
健
康
に

力
を
入
れ
た
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

紅
茶
に
関
し
て
は
、
世
界
や
全
国
で
有
名
に

な
っ
て
き
て
い
て
、
市
や
県
も
紅
茶
の
実
行

委
員
会
を
作
っ
て
動
い
て
く
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
紅
茶
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
市
が
ス

タ
ッ
フ
や
お
金
を
出
し
て
協
力
し
て
く
れ
る
。

一
方
で
、
食
べ
物
は
市
が
積
極
的
に
行
動
を

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
個
々
人
に
任
せ
て

い
る
。
だ
か
ら
、
食
べ
物
に
関
し
て
の
取
り

組
み
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
自
然
栽

培
な
ど
の
条
例
を
作
っ
て
応
援
す
る
な
ど
を

し
て
ほ
し
い
。

水
俣
病
と
向
き
合
っ
て
き
た
過
去
を

次
世
代
に
伝
え
続
け
る
こ
と
と
は
。

小
学
校
や
中
学
校
で
地
域
の
お
茶
を

知
る
こ
と
や
環
境
、
教
育
の
授
業
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
動
画
な
ど
を
見
て
も
ら
う
こ
と
で

水
俣
に
生
ま
れ
た
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
い
好

き
に
な
っ
て
い
く
教
育
を
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
。
ま
た
、
商
品
販
売
を
し
て
い
く
上

で
人
と
関
わ
る
機
会
が
多
い
た
め
、
自
分
自

身
が
伝
え
る
べ
き
だ
と
思
っ
た
。
3
、
4
年

前
か
ら
学
生
な
ど
に
伝
え
る
活
動
を
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
ど
う
い
う
取
り
組
み
を

し
て
い
き
た
い
か
。

究
極
の
お
茶
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

自
然
栽
培
や
無
農
薬
は
す
で
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
で
、
今
後
も
継
続
し
て
い
き

た
い
。
他
の
農
家
の
お
茶
も
無
農
薬
栽
培
す

る
こ
と
が
ア
ピ
ー
ル
の
際
の
強
み
と
な
る
。

将
来
を
担
う
若
い
世
代
に

求
め
る
こ
と
は
。

阪
神
淡
路
大
震
災
の
時
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
行
っ
た
。
行
く
前
は
若
い
人
た

ち
が
あ
ま
り
い
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
実

際
は
多
く
の
若
い
人
が
い
た
。
そ
こ
ま
で
の

行
動
を
望
む
訳
で
は
な
い
が
、
そ
う
い
う
気

持
ち
の
あ
る
若
者
た
ち
よ
、
思
う
存
分
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
。

な
ぜ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
と
し
て

口
コ
ミ
を
重
視
し
て
い
る
の
か
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
野
で
一
流
と
言

わ
れ
る
多
く
の
人
の
話
を
聞
き
、
こ

つ
こ
つ
と
地
道
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

大
切
な
ん
だ
と
実
感
し
た
。
１
番
大
事
な
の

は
お
い
し
さ
。
2
番
目
が
適
正
な
価
格
。
安

全
や
安
心
は
当
た
り
前
。
20
歳
で
地
元
に

戻
っ
た
時
は
親
の
言
う
通
り
に
化
学
肥
料
を

使
っ
て
栽
培
し
て
い
た
が
、
病
気
も
虫
も
な

く
な
ら
な
い
し
、
ど
こ
か
も
や
も
や
し
て
い

る
自
分
が
い
た
。
無
農
薬
栽
培
に
つ
い
て
も

自
分
で
納
得
す
る
ま
で
学
び
、
少
し
ず
つ
胸

を
張
っ
て
売
り
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
み
な
さ
ん
は
水
俣
病
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
？
か
つ
て
熊
本
県
水
俣
市
の
化
学
工
場
チ
ッ
ソ
が
メ
チ
ル
水
銀
を
含
む
排
水
を
海
に
流
し
、
汚
染

さ
れ
た
魚
介
類
を
食
べ
た
住
民
ら
が
手
足
の
し
び
れ
、
視
野
狭
窄
な
ど
の
神
経
障
害
を
発
症
し
た
公
害
病
だ
。
1
9
5
6
年
に
国
は
被
害
を
公

式
確
認
し
た
が
、
当
初
は
伝
染
病
と
疑
わ
れ
、
多
く
の
犠
牲
者
を
生
み
、
患
者
や
家
族
は
差
別
や
偏
見
に
苦
し
ん
だ
。

　
そ
れ
か
ら
60
年
以
上
―
。
今
も
な
お
水
俣
病
を
巡
る
混
迷
は
続
く
。
公
害
に
よ
る
実
害
と
風
評
被
害
に
苦
し
ん
だ
歴
史
は
、
東
京
電
力
福
島

第
一
原
発
事
故
か
ら
10
年
の
歩
み
と
重
な
る
。
私
た
ち
は
古
里
再
生
の
力
と
な
る
取
り
組
み
を
探
ろ
う
と
、
水
俣
市
で
奮
闘
を
続
け
る
お
茶
農

家
と
漁
業
者
に
オ
ン
ラ
イ
ン
を
使
っ
て
話
を
聞
い
た
。
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あ
る
。
当
時
は
政
府
の
援
助
を
含
め
何
も
な

い
状
況
の
中
、
支
援
に
来
て
く
れ
た
の
は
大

学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う

な
人
た
ち
が
患
者
の
家
に
泊
ま
り
込
ん
で
、

料
理
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
。
サ
ポ
ー
ト
は

も
ち
ろ
ん
、
思
い
を
聞
い
て
も
ら
う
こ
と
は

非
常
に
力
強
か
っ
た
。「
人
と
の
つ
な
が
り
」

は
大
切
だ
と
思
う
。

福
島
第
一
原
発
を
経
験
し
た
一
人

と
し
て
、
教
訓
を
次
の
世
代
に
伝

え
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
の
心

構
え
を
教
え
て
ほ
し
い
。

ま
ず
「
事
実
」
を
伝
え
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
あ
っ
た
こ
と

を
曲
げ
な
い
で
伝
え
る
こ
と
。
水
俣

病
だ
っ
た
両
親
か
ら
は
「
生
き
る
覚
悟
」
を

強
く
感
じ
た
。
ま
た
大
き
な
夢
や
希
望
を
持

つ
こ
と
が
大
切
だ
。

「
水
俣
病
」
は
「
今
は
も
う
終
わ
っ

た
病
気
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い

の
で
す
が
、
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

当
初
の
水
俣
病
は
、
周
り
の
人
々
か

ら
バ
カ
に
さ
れ
た
り
、
お
金
の
た
め

に
申
請
し
て
い
る
な
ど
、
批
判
さ
れ

る
病
気
だ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
患
者
申
請

が
難
し
い
時
期
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
最
近

に
な
っ
て
よ
う
や
く
申
請
を
で
き
る
人
が
増

え
て
き
た
が
、
な
か
な
か
終
わ
り
は
見
え
な

い
と
感
じ
て
い
る
。
む
し
ろ
こ
れ
か
ら
だ
。

実
際
の
水
俣
病
の
患
者
さ
ん
は
6
万
人
ほ
ど

い
る
と
さ
れ
る
が
、
実
際
に
認
定
さ
れ
た
人

は
わ
ず
か
3
千
人
ほ
ど
。
認
定
申
請
を
巡
り

今
も
裁
判
が
続
い
て
い
る
。「
歴
史
の
継
承
」

の
観
点
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
に
起
き
た
出
来

事
を
そ
の
ま
ま
伝
え
て
い
き
た
い
。

裁
判
で
戦
っ
て
い
る
人
々
が
い
る
。

し
か
し
、
申
請
が
認
め
ら
れ
る
の

か
は
分
か
ら
な
い
し
、
こ
れ
か
ら

も
長
い
戦
い
に
な
る
と
思
う
。
こ
の
よ
う

に
答
え
や
目
標
が
明
確
に
定
ま
っ
て
い
な

い
状
態
の
中
で
、
語
り
部
を
続
け
ら
れ
る

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
？

私
は
裁
判
で
戦
い
続
け
る
こ
と
を
諦
め

て
し
ま
っ
た
。
精
神
的
に
も
き
つ
い
。

し
か
し
、
語
り
部
な
ど
水
俣
病
に
関

す
る
活
動
を
続
け
て
き
た
こ
と
に
は
理
由
が

漁
業
の
風
評
払
拭
に
向
け
た

取
り
組
み
は
。

当
初
は
原
因
が
分
か
ら
な
い
病
気

だ
っ
た
た
め
、
患
者
さ
ん
は
１０
年
以

上
、病
気
よ
り
も
差
別
を
恐
れ
て
き
た
。

漁
業
に
関
し
て
、
当
初
は
メ
チ
ル
水
銀
が
流

れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
実
が
あ
っ
た
た

め
、
風
評
被
害
と
は
言
え
な
か
っ
た
が
、
そ

の
後
、
チ
ッ
ソ
が
メ
チ
ル
水
銀
を
流
す
の
を

や
め
て
も
魚
が
売
れ
な
い
状
況
が
続
き
、
長

い
風
評
被
害
に
苦
し
む
こ
と
と
な
っ
た
。
魚

が
全
く
売
れ
な
い
、
売
っ
て
は
い
け
な
い
時

期
は
約

４０
年
間
続
い
た
。
さ
ら
に
「
水
俣
湾

の
魚
は
汚
染
さ
れ
て
い
る
」
と
非
難
さ
れ
、

１
９
７
８
年
～
１
９
９
６
年
ま
で
水
俣
湾
を

魚
が
行
き
来
で
き
な
く
な
る
よ
う
に
５
㎞
以

上
を
網
で
囲
っ
て
い
た
。
水
俣
湾
以
外
の
魚

は
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
水

俣
湾
は
厳
し
い
状
態
が
続
い
て
い
た
。
そ
の

た
め
、
ミ
カ
ン
の
栽
培
を
始
め
た
が
売
れ
な

か
っ
た
。
関
係
の
な
い
農
産
物
ま
で
も
が
風

評
被
害
を
受
け
て
し
ま
う
こ
と
と
な
っ
た
。

１
９
９
６
年
か
ら
は
魚
の
水
銀
値
が
減
っ
た

た
め
囲
い
を
取
る
こ
と
が
許
さ
れ
、
や
っ
と

水
俣
湾
の
魚
が
売
れ
始
め
た
。
そ
の
後
も
農

産
物
は
無
農
薬
に
す
る
な
ど
し
て
、
人
に
や

さ
し
く
、
安
心
で
安
全
な
商
品
と
し
て
Ｐ
Ｒ

し
続
け
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

インタビュー (2) ／漁師・語り部　杉本肇さん

チ
ッ
ソ
に
対
す
る
当
時
と

今
の
思
い
は
。

私
の
母
、
父
、
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば

あ
さ
ん
は
４
人
と
も
も
う
亡
く
な
っ

て
い
る
が
、
４
人
と
も
重
症
で
障
害

が
あ
っ
た
。
水
俣
病
に
よ
っ
て
だ
っ
た
。
け
れ

ど
も
一
番
つ
ら
か
っ
た
こ
と
は
、
父
も
語
り

部
に
な
っ
た
の
だ
が
、
背
景
に
あ
る
の
は
病

気
の
差
別
だ
と
言
っ
て
い
た
。
こ
の
差
別
こ

そ
が
水
俣
病
の
一
番
の
ダ
メ
ー
ジ
で
あ
る
と

私
た
ち
は
考
え
て
い
る
。
な
の
で
、
そ
も
そ

も
の
病
気
の
原
因
で
あ
る
チ
ッ
ソ
工
場
に
対

し
第
一
次
訴
訟
を
起
こ
し
、
水
俣
病
に
認
定

さ
れ
た
が
、
そ
の
こ
と
よ
り
も
差
別
が
つ
ら

か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
例
え
ば
チ
ッ
ソ
を
恨

む
か
と
い
う
と
、
私
は
し
な
い
と
断
言
で
き

る
。
だ
が
、こ
こ
に
も
色
々
な
考
え
方
が
あ
っ

て
、
恨
み
続
け
る
と
い
う
人
も
い
る
し
、
発

生
か
ら
長
い
年
月
が
経
っ
て
い
る
の
で
色
々

な
考
え
方
が
あ
っ
て
良
い
と
思
う
が
、
私
た

ち
が
つ
ら
か
っ
た
の
は
病
気
で
は
な
く
て
差

別
だ
っ
た
。
差
別
を
何
と
か
な
く
し
た
い
と

い
う
こ
と
を
言
い
続
け
て
い
る
。
そ
の
た
め

に
大
事
な
の
は
許
す
と
い
う
こ
と
。
小
さ
い

こ
ろ
か
ら
そ
う
言
わ
れ
て
い
た
の
で
チ
ッ
ソ

を
恨
み
返
す
こ
と
は
な
い
。
簡
単
に
許
し
て

は
い
け
な
い
と
思
う
が
、
水
俣
は
チ
ッ
ソ
か

ら
い
ろ
ん
な
恩
恵
を
受
け
て
き
た
の
で
、
こ

の
歴
史
を
変
え
る
た
め
に
は
患
者
と
チ
ッ
ソ

が
歩
み
寄
り
と
い
う
か
、
お
互
い
に
同
じ
方

向
性
を
向
け
る
と
い
う
の
が
正
し
い
生
き
方

と
い
う
も
の
で
は
な
い
か
。

水
俣
市
は
当
時
よ
り
差
別
な
ど
の

状
況
が
改
善
さ
れ
た
と
思
う
が
、

現
在
に
至
る
ま
で
に
良
か
っ
た
と

思
え
る
活
動
は
？

水
俣
市
は
被
害
者
と
加
害
者
が
同
居

す
る
町
だ
。
こ
の
こ
と
で
水
俣
市

民
は
発
生
当
時
か
ら
誰
も
「
水
俣

病
」
と
い
う
言
葉
を
口
に
し
な
か
っ
た
。
裁

判
を
や
っ
て
い
る
中
で
、「
水
俣
病
」
と
い

う
言
葉
は
水
俣
市
で
は
先
生
で
も
言
葉
に
し

な
か
っ
た
。
１
９
９
５
年
ま
で
そ
れ
を
掘
り

下
げ
る
と
い
う
活
動
は
、
全
く
な
か
っ
た
。

１
９
５
６
年
～
１
９
９
６
年
の
約

４０
年
間
も

「
水
俣
病
は
水
俣
市
民
に
語
ら
な
い
し
、
語

れ
な
い
」
と
い
う
状
況
が
続
い
た
。
水
俣
は

公
害
病
で
苦
し
ん
だ
け
れ
ど
も
、
チ
ッ
ソ
の

恩
恵
に
も
あ
ず
か
っ
て
い
た
。
複
雑
な
心
境

と
と
も
に
、
こ
の
問
題
を
表
立
っ
て
出
す
必

要
も
な
い
し
、
水
俣
市
民
に
は
口
を
つ
ぐ
ん

で
お
こ
う
と
い
う
風
潮
が
広
が
っ
た
。
た
だ
、

内
な
る
差
別
が
あ
っ
た
。「
あ
の
人
は
認
定

さ
れ
た
か
ら
お
金
を
も
ら
っ
て
い
る
」
な
ど

水
俣
市
民
か
ら
の
差
別
。
大
阪
や
東
京
の
人

に
「
水
俣
か
ら
来
た
か
ら
水
俣
病
じ
ゃ
な
い

の
？
」
と
外
の
人
か
ら
の
差
別
も
あ
り
、
心

を
痛
め
た
し
苦
し
か
っ
た
。
そ
れ
を
変
え
た

の
は
平
成
６
年
に
で
き
た
水
俣
資
料
館
だ
。

語
り
部
の
濱
元
二
徳
さ
ん
が
、
水
俣
病
の
被

害
は
パ
ネ
ル
展
示
や
映
像
を
流
す
だ
け
で
は

分
か
ら
な
い
と
、
語
り
部
を
自
主
的
に
行
っ

て
い
た
。
そ
の
こ
と
を
小
学
生
、
先
生
が
聞

き
、
学
校
側
が
水
俣
病
に
つ
い
て
学
ぶ
姿
勢

を
見
せ
た
。「
あ
っ
た
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
学

ぶ
」
こ
と
は
、
と
て
も
重
要
な
こ
と
だ
と
気

づ
き
始
め
た
。
過
去
の
失
敗
、
負
の
遺
産
は

未
来
に
つ
な
が
る
。
環
境
を
破
壊
さ
れ
た
水

俣
だ
か
ら
こ
そ
、
環
境
に
配
慮
す
る
町
に
な

ろ
う
と
市
民
一
丸
の
活
動
が
始
ま
っ
た
。
例

え
ば
、
ご
み
の
分
別
や
学
校
Ｉ
Ｓ
Ｏ
な
ど
の

環
境
に
配
慮
す
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
た
。
水
俣
資
料
館
が
で
き
て
29
年
経
つ
が
、

現
在
の
学
生
は
水
俣
病
を
恥
じ
る
こ
と
な

く
、
胸
を
張
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。「
あ
っ

た
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
伝
え
る
」
こ
と
と
「
学

び
が
力
に
な
る
」
こ
と
が
現
在
水
俣
で
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

福
島
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

福
島
と
似
て
い
る
点
は
「
日
本
が
汚

さ
れ
る
点
」
と
「
地
方
が
都
会
の
た

め
に
な
ん
で
汚
さ
れ
る
の
か
と
い
う

点
」
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
強
く
思
う
の
が
「
地

方
に
い
る
人
間
は
騙
さ
れ
て
は
い
け
な
い
」

と
い
う
こ
と
。
そ
の
た
め
に
、
地
方
の
人
々

が
常
に
声
を
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
強
く

感
じ
て
い
る
。
そ
の
点
で
は
、
水
俣
は
声
を

上
げ
た
。
例
え
ば
訴
訟
な
ど
を
起
こ
し
た
点

は
誇
り
で
あ
る
。
地
方
は
静
か
す
ぎ
る
と
感

じ
て
い
る
。
日
本
人
は
声
を
上
げ
る
こ
と
が

苦
手
で
あ
る
。自
分
自
身
も
当
初
は「
水
俣
病
」

と
い
う
こ
と
を
公
表
で
き
な
か
っ
た
。
つ
ま

り
声
を
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
後
悔
し

て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
語
り
部

な
ど
を
通
し
て
声
を
上
げ
て
い
き
た
い
。

差 別 を 乗 り 越 え て　 夢 と 希 望 抱 き 前 へ差 別 を 乗 り 越 え て　 夢 と 希 望 抱 き 前 へ

漁
師
・
語
り
部

杉
本
　
肇 

さ
ん

Q Q 

Q 

Q Q 

Q 

Q 🅐 🅐 

🅐 🅐 

🅐 🅐 

🅐 
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漁師・語り部　杉本肇さんの話を聞いて お茶農家・松本和也さんの話を聞いて

水 俣 の 教 訓 心 に 刻 む

ら
な
か
っ
た
双
葉
郡
だ
か
ら
こ
そ
、
た
く
さ
ん
の
人
と

の
協
力
や
他
者
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
今
後
ま
す
ま
す
大
切

に
な
っ
て
く
る
。

　
　■ 

田
中
　
愛
琉

応
援
の
輪
を
広
げ
た
い

　

と
て
も
人
と
の
繋
が
り
を
大
事
に
し
て
い
る
人
だ
と

感
じ
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メ
デ
ィ
ア
が
主
流
に
な
っ
て
い
る

　

し
か
し
、
杉
本
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
自
ら
行
動
し
、

外
部
に
発
信
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を

払
拭
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
改
め
て
思
っ
た
。
私
は

将
来
、
小
学
校
の
教
員
に
な
り
た
い
。
小
学
校
と
い
う

学
び
の
初
め
の
段
階
か
ら
、
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
、
偽
り

の
な
い
あ
り
の
ま
ま
の
震
災
や
原
発
事
故
、
福
島
の
こ

と
を
伝
え
て
い
け
る
教
員
に
な
り
た
い
。

■ 

真
田
　
未
夢

若
い
世
代
が
古
里
を
ア
ピ
ー
ル

　
「
人
柄
が
大
切
」
と
い
う
言
葉
が
心
に
響
い
た
。
そ
の

た
め
に
は
、
実
際
に
福
島
に
足
を
運
び
、
生
産
者
と
触

れ
合
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
風
評
払
拭
の
近
道
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
こ

だ
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
直
接
話
を
聞
け
ば
、
消
費
者
の

安
心
に
つ
な
が
る
と
思
っ
た
。

　

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
り
多
く
の
人
に
福
島
を
訪
れ

て
も
ら
え
る
の
か
。
福
島
県
や
復
興
庁
は
ホ
ー
ム
ぺ
ー

ジ
で
被
災
地
を
含
め
双
葉
郡
の
特
産
物
や
観
光
情
報
を

発
信
し
て
い
る
。
で
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信
の

強
化
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
内
容
の
充
実
な

ど
、
特
に
若
い
世
代
の
関
心
を
引
き
寄
せ
る
工
夫
が
必

要
だ
と
感
じ
た
。「
応
援
し
た
い
な
」
と
若
い
世
代
に
広

く
共
感
と
賛
同
の
輪
が
広
が
れ
ば
、
特
産
品
な
ど
を
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
拡
散
す
る
な
ど
Ｐ
Ｒ
す
る
際
の
力
と
な
る
。

　
　■ 

荒
川
　
礼
奈

私
が
伝
え
る
力
に

　

若
い
人
が
も
っ
と
古
里
の
た
め
に
な
る
行
動
を
し
て

い
く
べ
き
だ
。
例
え
ば
、
双
葉
郡
の
風
評
被
害
を
払
拭

す
る
た
め
に
は
、
食
べ
物
の
安
全
性
を
自
分
の
言
葉
で

消
費
者
の
相
手
に
直
接
伝
え
た
り
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
。
過
去
の
経
験
や
歴
史
を
伝
え
る
こ

と
も
大
切
だ
が
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
の
双
葉
郡
を
考
え

て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
。

　

全
国
や
世
界
の
人
に
伝
え
る
た
め
に
は
、
松
本
さ
ん

の
よ
う
に
地
道
に
コ
ツ
コ
ツ
頑
張
っ
て
い
く
し
か
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
な

■ 

荒
川
　
礼
奈

あ
り
の
ま
ま
を
伝
え
る

　

差
別
は
な
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
水
俣
病
に
よ

る
差
別
は
、
と
て
も
苦
し
く
つ
ら
い
思
い
を
し
た
と
思

う
。
原
発
事
故
に
よ
り
他
県
に
避
難
し
た
子
ど
も
が
い

じ
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
問
題
と
重
な
る
。
差
別
は
、

正
確
な
知
識
が
な
い
か
ら
起
き
る
の
だ
と
思
う
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
福
島
県
も
水
俣
市
の
よ
う
に
あ
っ
た

こ
と
、
事
実
を
私
た
ち
が
責
任
を
も
っ
て
後
世
に
伝
え
、

学
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、

震
災
で
途
切
れ
て
し
ま
っ
た
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

取
り
戻
し
、
差
別
や
風
評
被
害
で
こ
れ
以
上
苦
し
む
人

が
増
え
ず
、
誰
も
が
当
た
り
前
の
生
活
が
で
き
る
双
葉

郡
、
福
島
県
に
な
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
強
く
願
う
。

■ 

清
信
　
早
希

恨
ま
な
い
心
を
次
世
代
へ

　
「
恨
み
返
さ
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
特
に
印
象
に
残
っ

た
。
家
族
が
病
気
に
な
り
、
体
が
不
自
由
に
な
り
、
ひ

ど
い
差
別
を
受
け
れ
ば
、
誰
も
が
相
手
を
恨
ん
で
し
ま

う
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、
杉
本
さ
ん
は
小
さ
い
こ
ろ
か

ら
許
す
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
感
銘
を
受

け
た
。

　

東
日
本
大
震
災
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
の

被
害
を
受
け
た
福
島
県
と
、
水
俣
病
が
流
行
し
た
時
の

水
俣
市
の
境
遇
は
と
て
も
似
て
い
た
。
そ
れ
は
、
被
害

者
を
傷
つ
け
て
い
る
一
番
の
原
因
が
「
言
葉
」
で
あ
る

と
い
う
点
で
あ
る
。
私
は
古
里
・
福
島
県
が
好
き
だ
。

震
災
当
時
、「
福
島
は
汚
い
」
な
ど
と
県
外
の
人
か
ら
言

わ
れ
て
い
る
こ
と
に
憤
り
を
感
じ
た
。

水 俣 の 教 訓 心 に 刻 む 福 島 の 未 来 に 生 か す福 島 の 未 来 に 生 か す

お
茶
農
家
・
松
本 

和
也
さ
ん
の
話
を
聞
い
て

漁
師
・
語
り
部
　
杉
本 

肇
さ
ん
の
話
を
聞
い
て

今
の
社
会
で
、
あ
え
て
そ
う
し
た
媒
体
に
頼
ら
ず
地
道

に
ア
ピ
ー
ル
を
続
け
る
姿
勢
に
、
水
俣
市
産
の
お
茶
に

誇
り
や
愛
情
を
持
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
た
。
水
俣
の

風
評
被
害
は
完
全
に
払
拭
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

そ
れ
で
も
受
け
入
れ
て
く
れ
な
い
人
に
無
理
に
共
感

を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
水
俣
を
応
援
し
て
く
れ
る
人

に
対
し
て
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
取
り
組
み
は
、

今
後
の
福
島
の
風
評
払
拭
に
つ
な
が
る
一
つ
の
道
と
な

る
。
そ
し
て
、
常
に
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
や
人
柄
を

打
ち
出
し
、
他
の
人
を
大
事
に
し
て
い
く
気
持
ち
は
、

今
後
、
私
た
ち
が
古
里
復
興
に
向
か
う
上
で
大
事
に
し

た
い
心
得
と
な
っ
た
。

■ 

酒
井
　
郁
澄

つ
な
が
り
を
大
切
に

　

消
費
者
と
の
関
係
を
大
切
に
す
る
か
ら
こ
そ
ネ
ッ
ト

で
の
販
売
や
広
告
宣
伝
を
行
わ
ず
、
直
接
販
売
に
力
を

入
れ
て
い
た
。
不
特
定
多
数
の
多
く
の
消
費
者
と
関
係

を
持
ち
た
い
の
で
は
な
く
、
顔
が
見
え
、
直
接
対
話
す

る
。
そ
し
て
、消
費
者
と
生
産
者
の
関
係
だ
け
で
は
な
く
、

人
と
人
と
の
関
係
を
築
き
た
い
松
本
さ
ん
の
よ
う
な
生

産
者
は
、
近
年
少
な
く
な
っ
て
い
る
印
象
が
あ
る
の
で
、

話
を
聞
け
た
こ
と
は
貴
重
な
経
験
だ
っ
た
。

　
「
水
俣
病
」
と
い
う
言
葉
か
ら
逃
げ
ず
に
、
む
し
ろ
真

正
面
か
ら
立
ち
向
か
い
ア
ピ
ー
ル
し
た
か
ら
こ
そ
、
こ

こ
ま
で
有
名
に
な
っ
た
の
だ
と
感
じ
た
。
事
実
を
隠
さ

ず
後
世
に
語
り
継
ぐ
。
不
満
が
あ
れ
ば
訴
訟
や
裁
判
を

起
こ
し
、
自
分
の
意
見
を
発
す
る
「
水
俣
」
の
人
々
の

行
動
を
、
僕
た
ち
福
島
県
人
は
見
習
う
べ
き
だ
と
強
く

感
じ
た
。
松
本
さ
ん
は
、
人
生
に
満
足
し
て
い
た
。

■ 

山
田
　
玲
華

絆
を
紡
い
で
い
く

　

誰
の
こ
と
も
恨
ま
な
い
。
杉
本
さ
ん
の
母
親
は
「
人

と
の
つ
な
が
り
」
を
非
常
に
大
切
に
し
て
い
た
と
い
う
。

自
分
以
外
の
身
の
回
り
の
人
を
大
切
に
考
え
る
か
ら
こ

そ
、
誰
も
憎
ま
な
い
考
え
が
持
て
る
の
だ
ろ
う
。
今
の

社
会
は
、
自
分
が
リ
ス
ク
を
負
え
ば
そ
の
代
償
を
周
り

に
求
め
る
人
た
ち
が
多
い
よ
う
に
感
じ
る
。
そ
の
背
景

に
は
「
人
と
の
つ
な
が
り
」
を
大
切
に
す
る
習
慣
が
薄

れ
て
い
る
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
の
だ
と
強
く
思
っ
た
。

情
報
化
社
会
が
急
速
に
進
む
中
で
も
、
対
話
を
大
切
に

し
て
絆
を
紡
い
で
い
き
た
い
。

■ 

田
中
　
愛
琉

難
局
き
っ
と
乗
り
越
え
る

　

覚
悟
と
希
望
を
持
ち
、
事
実
か
ら
何
を
感
じ
た
か
を

伝
え
る
―
。
そ
ん
な
杉
本
さ
ん
の
言
葉
に
勇
気
付
け
ら

れ
た
。
自
身
や
家
族
が
被
害
を
受
け
た
か
ら
こ
そ
、
杉

本
さ
ん
の
言
葉
に
は
説
得
力
が
あ
り
、
そ
し
て
重
み
が

あ
っ
た
。

　

風
評
被
害
や
差
別
の
問
題
に
、
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち

が
向
き
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
福
島
で
も

震
災
後
に
差
別
が
身
近
に
あ
っ
た
が
、
水
俣
市
の
人
た

ち
が
過
酷
な
実
害
と
風
評
被
害
に
向
き
合
い
、
努
力
を

続
け
て
い
る
よ
う
に
、
私
た
ち
も
一
生
懸
命
に
未
来
へ

歩
ん
で
い
く
。
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歴史と歩みを学ぶ公害の原点を知る

　

水
俣
市
の
チ
ッ
ソ
と
い
う
会
社
の
工
場

が
、
メ
チ
ル
水
銀
と
い
う
人
の
体
に
害
の
あ

る
物
質
を
含
ん
だ
水
を
海
に
流
し
た
た
め
に

起
き
た
病
気
で
す
。
メ
チ
ル
水
銀
は
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
な
ど
に
取
り
込
ま
れ
、
そ
れ
を
魚
が

食
べ
、
さ
ら
に
そ
の
魚
を
水
俣
に
住
む
人
た

ち
が
食
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
食
物
連
鎖
を
経
て
、
水
俣
湾

の
近
く
に
住
む
5
歳
と
2
歳
の
姉
妹
ら
が
原

因
不
明
の
病
気
に
か
か
り
、
保
健
所
に
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
1
9
5
6
年
5
月
１
日
、
水

公 害 の 原 点 を 知 る 歴 史 と 歩 み を 学 ぶ

俣
病
は
公
式
に
確
認
さ
れ
ま
し
た
。「
公
害
の

原
点
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

国
が
水
俣
病
を
「
公
害
病
」
と
認
め
た
の

は
、
最
初
の
患
者
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
12
年

も
経
っ
た
1
9
6
8
年
の
こ
と
で
す
。
そ
の

間
も
工
場
の
操
業
は
続
き
、
メ
チ
ル
水
銀
は

ず
っ
と
海
に
流
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
国
や
県

が
規
制
を
し
な
い
な
ど
対
応
が
遅
れ
た
こ
と

で
被
害
が
大
き
く
広
が
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。

　

1
9
7
3
年
に
は
水
俣
病
の
患
者
が
チ
ッ

ソ
に
損
害
賠
償
を
求
め
て
起
こ
し
た
裁
判

で
、
そ
の
主
張
を
裁
判
所
が
ほ
ぼ
認
め
て
勝

訴
し
ま
し
た
。
国
が
水
俣
病
と
認
め
た
患
者

に
は
最
大
1
8
0
0
万
円
が
払
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
基
準
に
当
て
は
ま

る
た
め
の
条
件
が
多
く
、
強
い
反
発
も
あ
っ

た
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
国
の
基
準
で
は
認
定
さ
れ
な
い

も
の
の
、
手
足
や
全
身
の
感
覚
障
害
を
訴
え

る
被
害
者
を
救
う
た
め
、
一
時
金
や
療
養
手

当
を
給
付
す
る
新
し
い
法
律
が
出
来
ま
し

た
。
水
俣
の
人
は
声
を
上
げ
て
戦
い
続
け
て

き
た
の
で
す
。

　

人
の
貴
い
命
よ
り
も
経
済
の
成
長
が
優

先
さ
れ
て
き
た
教
訓
を
踏
ま
え
、
水
俣
市

は
1
9
9
2
年
に
日
本
で
初
め
て
環
境
モ

デ
ル
都
市
づ
く
り
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

2
0
1
3
年
に
は
水
銀
の
管
理
や
輸
出
入
の

規
制
な
ど
を
取
り
決
め
る
水
俣
条
約
も
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

　

環
境
に
配
慮
し
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が

進
む
中
、
水
俣
病
が
起
き
た
地
域
で
は
「
い

ま
だ
に
患
者
へ
の
差
別
や
偏
見
が
残
っ
て
い

る
」
と
言
う
人
も
い
ま
す
。
東
京
電
力
福
島

第
一
原
発
事
故
か
ら
の
復
興
を
目
指
す
私
た

ち
が
、
水
俣
病
の
教
訓
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
た

く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
す
。

〈もっと知る〉

■ 

百
間
排
水
口

水
俣
病
の
原
点
の
地
。

こ
の
排
水
口
を
通
じ
、
メ

チ
ル
水
銀
が
海
に
流
さ
れ

た
。
排
出
さ
れ
た
水
銀
量

は
約
70
～
1
5
0
ト
ン
、

あ
る
い
は
そ
れ
以
上
と
も

言
わ
れ
、
排
水
口
付
近
に

堆
積
し
た
水
銀
を
含
む
汚

泥
の
厚
さ
は
4
メ
ー
ト
ル

に
達
す
る
所
も
あ
っ
た
。

熊
本
県
は
1
9
7
7
年
に

公
害
防
止
事
業
に
着
手
。

約
14
年
の
歳
月
と
総
事
業

費
約
4
8
5
億
円
を
か
け

て
水
俣
湾
に
堆
積
し
た
水

銀
を
含
む
汚
泥
の
除
去
や

埋
め
立
て
を
行
っ
た
。

現
在
、
百
間
排
水
口
か
ら
は

浄
化
処
理
さ
れ
た
工
場
排

水
や
家
庭
か
ら
出
る
生
活

排
水
な
ど
が
流
れ
て
い
る
。

■ 水俣病慰霊の碑
水俣病で犠牲になった人を慰めるために建
立された慰霊碑。悲劇を繰り返さないとい
う誓いが刻まれている。

■ エコパーク水俣
水俣湾を埋め立てて造られた公園。面積は
58㌶と広大で、芝生の広場やバラ園、テニ
スコートなどが並ぶ。

Qそもそも水銀って何？

🅐 鉄や金、銀と同じ金属
の仲間だよ。常温で液体の
ただ一つの金属なんだ。私
たちの身の回りでは、蛍光
ランプや水銀体温計、水銀
血圧計、一部の電池などに
入っている。

Qどうして水銀に気を
つけなければいけない
の？

🅐 水銀は環境中に排出さ
れると自然界を巡るように
なり、時には魚など海の生
き物の体内に取りこまれた
りするんだ。その魚などを
人が食べると、水銀が人の
健康に悪い影響を与えるこ
とがあるんだよ。

Q水俣病ってどんな病
気なの？

🅐 工場から流された水に
入っていたメチル水銀が魚
にたまって、それを食べて
おこった病気だよ。手足の
しびれや目の見える範囲が
狭くなるなどの 症 状 が出
る。お母さんのおなかにい
る間に、水俣病になってし
まった人もいるんだ。

Q水俣条約では具体的
にどんなことに取り組
むの？

🅐 水俣 病の 教 訓を踏ま
え、2013 年に熊本市と水
俣市で開かれた外交会議で
採択された国際環境条約な
んだ。水銀で地球をよごさ
ないよう、世界の国々が一
緒になって取り組むための
約束だ。

（環境省ＨＰ参照）

水
俣
病
の
歴
史
と

こ
れ
ま
で
の
歩
み

水俣市
熊本県の南端、鹿児島県と
の県境にあり、西は八代海（不
知火海）に面している。日
本の地中海とも呼ばれる温
暖な日差しが特徴で山と海
の恵みが豊富

●水俣市
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ベラルーシ研修事業
2018 年7月23日～8月3日の日程で、浜通りの高校生 24人がベラルーシを訪問。
同国は 1986 年に起きたチェルノブイリ原発事故で 51の村が地図から消えるなど
甚大な被害を受けた。生徒たちは事故の課題と向き合う現地の有識者や住民と
交流し、東京電力福島第一原発からの復興に役立つヒントを探った。

チェルノブイリ原発事故で被災したベラルーシへの
派遣事業のキックオフ研修に望む浜通りの高校生
＝ 2018 年 6 月16 日 / 広野町

東京電力福島第一原発の廃炉資料館を訪れ、廃炉
への取り組みや汚染水対策などについて学んだ。
＝ 2020 年 11月 7 日 / 富岡町

東京電力福島第一原発では処理水を間近にした。
＝ 2020 年１１月 7 日 / 大熊町、双葉町

セラフィールド近くの教育機関では放射性物質の
半減期について楽しみながら学んだ。
＝ 2019 年 8 月 9 日 / 英国・湖水地方

書道や折り紙、けん玉など日本の文化を発信した。
＝ 2018年 7月 25日～ 26日 /ベラルーシ・ゴメリ州

廃炉の課題に直面する福島第一原発に入り、現場の実
態を肌で感じた。＝2020年11月7日/大熊町、双葉町

現地の子どもたちと踊りを通して交流を深めた。
＝ 2018年 7月 25日～ 26日 /ベラルーシ・ゴメリ州

天神岬公園では撤去が決まった洋上風力発電施設を
沖合に望み、再生可能エネルギー推進の課題などに
理解を深めた。＝ 2020 年 11月 7 日 / 楢葉町

100 年以上の廃炉計画に挑むセラフィールドに
入り、今後の展望に理解を深めた。
＝ 2019 年 8 月 9 日 / 英国・湖水地方

世 界 の 扉 を 開 く

英国研修事業
2019 年 8 月 6 日～ 16 日の日程で、浜通りの高校生 20 人が英国を訪問。同国
では 1957 年に起きた原子炉火災を契機に、100 年以上の廃炉計画に挑む原子
力関連の一大集積拠点「セラフィールド」を中心に視察した。廃炉を軸とした地
域活性化や人材育成について学びを深めた。

学びの旅は続く　世界の扉を開く

原発事故の影響で立ち入りが禁止されているポレーシエ放
射線観光保護区のゲート前。被害の大きさを肌で感じた。
＝ 2018 年 7 月 28 日 / ベラルーシ・ゴメリ州

福島の観光の魅力やロボット産業など新しい挑戦
を含め復興の歩みを発表した。
＝ 2018 年 7 月 31日 / ベラルーシ・ミンスク

公害の被害を乗り越えてきた歩みを知りたい。オンラインで熊本県水俣市のお茶農家と漁師の話を聞いた。
＝ 2020 年 12 月 25 日～ 26 日 / 広野町

歴史があり、世界最高峰の大学都市を視察した。
＝ 2019 年 8 月12 日 / 英国・ケンブリッジ

「私たちの経験が少しでも役に立てば」。ステンドグラ　　   スが荘厳な雰囲気を演出するセント・ジェームズ教会
で、現地住民に対し震災、原発事故の教訓や復興の現　　   状を発信した。＝ 2019年 8月13日 /英国・ロンドン

ショッピングモールでソーラン踊りを披露。現地住
民約 300 人を前に「福島の元気な姿」を発信した。
＝ 2018 年 7 月 31日 / ベラルーシ・ミンスク

世界的デザイナーのコシノミチコさんと交流した。
寿司の文化を広めるなど挑戦を続けていた。
＝ 2019 年 8 月14 日 / 英国・ロンドン

学 び の 旅 は 続 く
〈
ベ
ラ
ル
ー
シ
研
修
〉

〈
英
国
研
修
〉

〈
双
葉
郡
研
修
〉
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future

　
東
日
本
大
震
災
、
東
京
電

力
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら

１０
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の

間
、
被
災
地
の
移
り
変
わ
り

を
見
つ
め
続
け
た
時
間
は
長

く
、
そ
れ
で
い
て
瞬
く
間
に

過
ぎ
去
っ
て
い
っ
た
よ
う
に

も
思
え
ま
す
。

　
激
し
い
揺
れ
に
よ
り
あ
ち

こ
ち
で
深
く
大
き
な
亀
裂
の

入
っ
た
道
路
は
元
通
り
に
な

り
、
津
波
で
何
も
か
も
が
流

さ
れ
た
沿
岸
部
に
は
新
し
い

住
居
や
ホ
テ
ル
が
次
々
と
誕

生
し
ま
し
た
。
被
災
地
は
今
、

復
興
へ
と
力
強
く
歩
み
を
進

め
て
い
る
の
を
実
感
し
て
い

ま
す
。 学

び
の
歩
み
を

止
め
な
い

　
そ
れ
で
も
、
道
路
沿
い
に

目
を
向
け
る
と
い
ま
だ
に
バ

リ
ケ
ー
ド
が
張
り
巡
ら
さ
れ
、

自
宅
に
さ
え
帰
る
こ
と
の
で

き
な
い
人
が
い
ま
す
。
原
発

周
辺
に
は
除
染
で
出
た
汚
染

土
壌
が
運
び
込
ま
れ
、
古
里

の
原
風
景
が
消
え
つ
つ
あ
り

ま
す
。
廃
炉
に
向
け
て
最
大

の
課
題
と
な
る
溶
け
落
ち
た

核
燃
料
を
取
り
出
す
方
法
に

つ
い
て
は
手
探
り
の
状
況
が

続
き
、
農
家
が
汗
を
流
し
て

育
て
た
農
作
物
に
対
す
る
風

評
被
害
も
根
強
く
残
っ
て
い

ま
す
。

　
か
つ
て
の
日
常
を
取
り
戻

す
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い

の
か
。
大
人
た
ち
が
解
決
へ

の
道
筋
を
示
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
な
が
ら
も
、

限
界
を
感
じ
て
し
ま
う
時
も

あ
り
ま
す
。

　
復
興
へ
の
道
の
り
は
長
く

険
し
い
。
世
代
の
交
代
は
と

ど
ま
る
こ
と
な
く
進
む
。
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
重
荷
だ

と
分
か
っ
て
い
な
が
ら
も
、

古
里
の
未
来
を
担
っ
て
も
ら

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
思
い
で
、
私
た
ち

は
復
興
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る

人
材
の
育
成
に
力
を
注
い
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
福
島

と
同
様
に
原
子
力
災
害
を
経

験
し
た
ベ
ラ
ル
ー
シ
と
英
国

に
県
内
の
高
校
生
を
派
遣
し

て
参
り
ま
し
た
。

　
２
０
２
０
年
の
派
遣
先
は
、

水
俣
病
の
被
害
に
立
ち
向
か

う
水
俣
市
を
予
定
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

よ
り
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
参
加

を
希
望
し
て
い
た
生
徒
の
一

部
か
ら
「
水
俣
に
つ
い
て
深

く
知
り
た
い
」
と
申
し
出
が

あ
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
願
い
に
応
え
た
い

と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
使
っ
て

水
俣
市
と
福
島
を
結
び
ま
し

た
。
ベ
ラ
ル
ー
シ
や
英
国
を

訪
れ
た
か
つ
て
の
高
校
生
た

ち
も
大
学
に
進
学
し
ま
し
た

が
、
古
里
の
将
来
に
生
き
る

知
識
を
求
め
て
参
加
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
学
ぼ

う
と
す
る
意
志
を
決
し
て
無

駄
に
し
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
の

収
束
の
兆
し
は
ま
だ
見
え
な

い
け
れ
ど
、
私
た
ち
は
知
恵

を
絞
り
、
人
材
育
成
に
向
け

た
歩
み
を
止
め
な
い
。
震
災

か
ら
１０
年
の
節
目
に
、
改
め

て
そ
う
誓
い
ま
す
。

｜編｜集｜後｜記｜

　例えば、風評被害をなくすための効果的な
取り組みは何か。あるいは、かつてのように
住民でにぎわう街並みを取り戻すためにはど
うすればいいのか。
　震災から１０年。復興へ向かう道の先には
今なお多くの課題が横たわるが、残念ながら
誰も答えを見出せていない。
　もちろん、どうにかして乗り越えようと、大人たちはこれからも挑み続ける。それでも、
若い世代の情熱と行動力、新しい価値観や柔軟な発想が ''答えのない問い ''に満ちた未来
を切り拓く鍵を握っているのだと期待してしまう。
　古里は復興した―。そう胸を張って言える一つの指標となる福島第一原発の廃炉完了
まで３０年以上を要するという。その長い時間の中で、被災地や住民が抱える課題はま
すます複雑さを増していくだろう。
　復興を見届けることなく、いなくなってしまった人たちがいる。彼らの思いを受け継
ぎ、世代を超えて心一つに前へと歩んでいきたい。
　本誌では、若い世代が震災から１０年を迎えた双葉郡の今を見つめ、半世紀以上にわ
たり差別や偏見、風評に立ち向かってきた水俣市の取り組みを学び、
その成果をまとめた。手にしたあなたにとって、
過去と今、そして未来をつなぐための道標にな
ればと願う。

N
P
O
法
人 

ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
ネ
ッ
ト
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